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住友金属工業の第 2次合理化設備投資と

新しい生産体制のERJ2.

張 紹 話

I はじめに

本稿の課題は，鉄鋼業の第 2次合理化在中心に. (E友金属工業の設備投資の

展開をケース・ λタディし，後発企業のキャッチアッププロセスを把握し，同

社の銑鋼一貫企業化過程とそれによる生産体制の変北仕分析する ζ とである。

戦後日本鉄鋼業の成長と発展を論ずる場合s 関西郊の平炉企業であった川崎

製鉄・住友金属工業・神戸製鋼3社(以下，それぞれ111鉄ー住金・神鋼と略〉

の銑鋼一貫体制の確立を避けて語ることはできないυ これら後発3社の一貫体

制確立によってこそ，先発一貫3社の八幡製鉄・富山IJ県鉄 ωIl本鋼管(以下，

それぞれ八幡・富士・鋼管と略〉を含めた鉄鋼 6 社::;~I~ r:~i体制という新しい競争

基盤が形成され，戦前日本鉄鋼業の構図が塗わ替えられた。また，それによる

大がかりな設備投資および生産競争の展開によって p 日本鉄鋼業は急速な成長

を遂げることができたからである。

戦後日本鉄鋼業に関する産業論的研究は多いが， 三i本経済の変革に対応した

個別企業， とくに関西 3社のピヘイピアに関する分川はまだ少ないのが現状で

ある。その少ない研究の中に，既存の社史資料などど駆使して，川崎製鉄の投

資行動にアプローチされている米倉誠一郎氏の研究がある九私ほ，川鉄だけ

ではなし戦後日本経済および鉄鋼業の変革に対応した関西 3社の投資行動の

全体を見渡す ζ となくしては 6社体制形成の原動力については論じられない

1) 米倉誠ー郎「戦後日本鉄鋼業における川鉄製鉄の革新性」 リ寸E論叢』第90巻第3号. 1983 

年〉および同「鉄鋼ーーその連続性財閥続性I(W戦後日本官 J釘町第1君、第5章，東洋経済
新報社. 1991年〕。
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と考 え る2)。 したが って,川 鉄 以 外 の関1i:1:1≦::1業につ い て も実 証 研 究 を広 げ て い

く こ とは,上 述 の課 題 を解 明す るた め に;コ

本 稿 で住 金 を取 りあげ る理 由は,戦 後 ニ

ス にあ った関 西3社 の 中 で 屯最:も急 速 な〕i

鋼 業 の特 徴 の1つ は,な に よ り もそ の急li

社 は典 型 的 な ケ 「ス として研 究 に値 す る ・

='可欠 の作 業 で あ る
。

:同 社 が,同 じキ ャ ッチ ア ップ プ ロセ

;C;ls…1を遂げ たか らで あ る。 戦 後 日本鉄

掟=匡…1にほか な らな い が,こ の意 味 で 同

、.:.のと考 え る。

II新 規一・貫製錬所の建 設:

住金の第2次 合理化設備投資3〕は,191

ク トであ り,内 容的には,和 歌 山の新 し.

業全体 の合理化配置 を構想 した もの であ

工 事 を示 した もの であ る。 それ によれ ば,

建 設が一番 なポイン トだ った こ とがわか

和歌 山製鉄所 の鉄鋼一貫化建設は,.大

じめ,大 型平炉改造(100ト ン・→200ト ン:

近代的 な鋼管 ・鋼板圧延設備拡充 な どの、.

57年 か ら63年 にわ た るの大 型 プ ロジ ェ

・一.一貫 製鉄 所 の建 設 を中心 と して,企

li…i、、:表1…(:L)/(2)4t同 社 の第2次 合 理 化

設 備 内容 も工 事 費 も和 歌 山 製 鉄 所 の

'i.;
,(1

㌘i;=量高炉(1,200ト ソ/日)の 建 設 を は

、::大:分塊 ミル(年 間90万 トン)新 設,

.二審 が 含 まれ てい る。 それ は,本 格 的

2)米 倉氏 は,川 鉄,と くに西 山弥太 郎 とい う経lli;1::≧iの「革新性 ゆ えに,戦 後 日本鉄 鋼 業 を規 定 す

るパ ラダイ ムが 構築 され」,ま た,川 鉄 の鉄 鋼 一:i≡i'生.産参入 が 「戦前 日本鉄 鋼 業 の銑鋼 ア ンバ ラ

ンス とい う産業 構造 を一変 し,一 貫6社 に よるlii…:占的 な競⊆劉移態 を生 み出 した」 と指摘 され てい

る(前 掲米 倉 「鉄鋼 一 その連 続性 と非 連続 性.、!)。私 は,川 鉄 の新 規一 貫 製鉄 所 建設 自体 が他

の関西2社 に与 えたイ ンパ ク トを否 定す るっ も.1〕はな い,ま た,確 かに川鉄 の一 貫 製鉄 所建 設 は

経 営者 の意 思決 定 に よる ところが大 で あ ろ う。:」..:):.し.、企業 の投資行 動 を分 析す るに 当た って,

それ を取 り巻 いた 当時 の経 済情 勢 の変化 や各企 謀聾 異 な った経 営条 件 な どを よ り積 極的 に把 握 し

ない と,的 確 な結論 は え られ ない と考 え.る。川 釣:[股 資行動 は 日鉄解 体 と朝 鮮特需 との複合 的 な

外部 条件 の変化 の もとに行 われ た こ とを看 過 で:≡i:.ll:い.,日鉄 の解 体 に より,同 社 は他 の関西2社

に比 べ よ り厳 しい競争 環 境 にお かれた。他 方,特 需 ブー ムの 到来 があ って こそ,日 本鉄 鋼 業 ひい

て は 日本経 済 が ドッジ不 況 か ら順 調な復興 軌道 に腫…1.ってぽ じめて設 備投資 の条 件 が形成 し,川 鉄

も千 葉製鉄 所 の建 設計 画 を立 て る こ とが で きたの'である。た だ し,そ れ は 「投資 が投 資 を呼 ぶ」

高度成 長 を予想 させ る もの でぽ なか 微 二。 換言 ・1・.・,1・.,ぽ,この時 期 の川 鉄 の投 資行動 を第2次 合理

化 以降 におけ る鉄鋼 企業 の投資 行動 の規 定要 因,.塁;ら に戦後鉄 鋼 業成長 のパ ラダイ ム と規 定す る

の はやや短 絡 し過 ぎではな いか と思わ れ る。

3)同 社 の第1次 合理化 設備 投資 につい ては,拙 稿 「第1次 鉄 鋼 業合理 化 に おけ る住 友金 属 工業 の

投 資 行動」『京 都大 学経 済論集 』第2号,:L991年2..ヨ を参照 され たい。
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表1(1)住 友金属工業 の第2次 合理化..1二事
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電 炉

3ロ ーール.1/デ ュ サ ー 設 置

分 塊 ロ ー ル 精 整 設 備 の 改

i。 ・・及・粉畷 備.
:1・2。01・〆E噺 設

D.Ll武;1,000t/日

.1.5万kw発 電 機

コ 一望クン曳!炉70Fヨ

1:2001x2基,に 改 造 及 びloot
×2基 改 造

2重 逆 転 式2基90万t/年

防 波 堤 及 び 岸 壁
ロ ーータ リー 炉,マ ソ ネ ス

1マ ン大 形 化 改 造

2吋 新 設

No.2高 炉350t/日 →650

t/日 に 改 修

.1..5万t級 船 接 岸 々 壁 及

び航 路 泊 地
4【〕1=×2基,酸 素 発 生 設 備

第2全 連 続 式 新 設

一 体 車 輪 製 造18万t/年.

6万t:/年

6,000tク ラ ン ク プ レス 他

(注)表 中 工事 欄 に出 る数 字 は工事年 月 を表示 す る もの。

(出所)『 鉄 鋼界 』1961年9月 号,19ペ ージ よ り作成。 ・
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表1(2)

第149著}第4・..う.・6ξ ヲ

住 友 金 属 工 業 の 第:2次 合 理 化 追 加 工 事

設 備 内 容
エi工 程

百珊 ・・

和歌 山製鉄所.18,390」

薄 板 ・厚 板 コ ンパ イ ン ド ミル12,300

No.・ 中 径 溶 接 管 設 備1,84・i

分 塊 圧 延 設 備 追 加1,65。1

付 帯 設 備 ・1,22011

No.1ス パ イ ラ ル鋼 管 設 備i6001

No.3小 径 溶 接 管 設 備.2401

N。.4小 径 溶 接 管 設 備540Ii

小倉製鉄所

分 塊 圧 延 設 備

製鋼所

大 形 電 炉 及 び鋳 造 設 備

そ の 他 の 工 場

合 計

2,7001

1 2,500…

2・1901

25,7801

160161162.63.

4・ ・・…3

6・ ・….・12

8・ ….・..工0

3一

,

Oヨ

6

7

仁

も

,1

6・..

工 事 概 要

呂0吋6タ ン デ ム ホ ッ ト.ス ト リ

ッ プ ミル60万t/年
・蜷～16吋10万t/年

灼 熱 炉2基 増 設120万t/年

受 配 電,用 水,運 輸

1.5万 亡/年

給 吋3.6万t/年

4吋42万t/年

2重 逆転式 84万t/年

80t電 炉

(出 所)『 鉄 鋼 界 』1961年10月 号,26ペ ー・ジ よ り1レ=1≡:;:ll:,,

な銑鋼一貫生 産体制 の達成躊溶銑利 用 ・混銃卒 の上昇 ・銅坑 の大型化 な どに よ

り,基 礎部 門の コス ト引 き下げ を期 す るも(:1)であった。 このよ うな新鋭工場 を

建設す る場 合,い か に新 規一貫工場 と既存二:[腸との合理的配置 を図 るかが大 き

な課題 となるが,同 社は,阪 神地帯 に近 い和歌 山の立地条件 を考慮 して,そ の

完工後 は全社 的な半製品セ ンター として も機能す るよ うに計画 したのであ る。

す なわち,大 阪 と尼崎 に既存 の製鉄所 では,和 歌山製鉄所 で生産 され たス ラブ

や丸 ビレッ トなどの半製品 を利用 して,そ れ ぞれ専門の鋼材生産 にだけ専念 で

き,こ れ までの冷銑装入 による製鋼作業のデメ リッ トが解消す る ことにな る。

これ を川 崎製鉄 の千葉製鉄所 に比べ ると,従 来 の生産拠点 の近接地域 に一貫製

鉄所 を持つ ことの企業 レベルの意 義ば よ り大 きいといえよ う4)・

4)と いうのは,川 鉄は第1次 合理化に千葉に951一一.貫製鉄所を:毘識したが・そこで生産された/
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1. 建設用地の買収

和歌山製鉄所は，戦時中の1940年に同社の拡張計 l固により建設されたもので

ある。当初は一貫工場として計画されたものの， fH被ととも lこ，同所は平炉と

鍛造プレスを設置するものにとどまったのである巴υ同所の建設は海軍の要請

によるもので， 120万坪の建設用地を比較的に容易に確保できた。 しかし， 戦

後は農地返還および大蔵省への上納によって62万押|こ半減していたヘ

ところが，住友和歌山の新規一貫工場計画は'j!:~~'土製鉄の広畑や川崎製鉄の

千葉などの新鋭一貫工場を範にして，大型の一貫拡鉄所たることを狙っていた

ため，広大な工場敷地を必要としていた C しかも， 1羽1にみるように，最も重

要な高炉や原料ヤードなどの建設用地には官公有たと民有利lが混在していたた

め，その買収は絶対的な条件であった。そこで同社は県・市当局や地主と 1年

間にわたり交渉を繰り返し，ょうやく 58年央にまず民有地の 12.1万坪が買収さ

れ，続いて同年内に官有地(10万坪〉の一部も買J収1..iヒ。ちなみに，同社はこ

れらの土地を売却当時に比べ千部近くの価格 (1日1:l:jの新円の切り換え要素もあ

る〉で買収した(表 2)。その後，港湾造成， 埋山=:[~事のための漁業権の買収

も 59年に一応完了して，ここに和歌山一貫工場のj~~!~t ~i:9'ザJ~本格的に始ま 4 た。

2. 大分塊ミノレの設置と 1号高炉の建設

戦後の日本鉄鋼業では，連続鋳造技術を導入する 1えではsλ ヲプやビレット

などの半製品を製造する分塊設備の近代化が，製釧工程の:生産性向上を大きく

左右した。それゆえ，大手各社は戦後復興の第一捗ょして，昔、ず分塊設備の整

備に着手した。しかし，住金はこれまで1942年製の 111設備しかもたず，他社に

比べ遅れをとっていたため，分塊ミノレの新設がー京生産の確立の上で緊急課題

¥鋼塊は従来の根拠地であ。た神戸地区にまで長距離輸送しなけれ1"ならなかった。しかも当時の
投資条件の制限により，その設備資金のほとんどは千葉製鉄明1:投下されたため，既存の製鉄所
は旧態依然の生産体制のまま残された。己れによっても第lME合理化の限界がわかる。

5) 社史編纂委員会「住友金属工業穴十年小史J，1957年.14:3.." 一九

6) 住友金属工業株式会社社史編集委員会「住友金属工業最近"I-'~;I:史J 196'1年.22ベージ。
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図1

第149巻 角…14.1.5・6考 レ

和歌山製鉄所工場土地ll/14収 区域図(1957年 現在)

＼＼

＼＼

*太 線で囲まれた部分は買収地域であるご

洛
外.評'

づア畿 匙
匪瑠 ゴ

・口

口離

Fつ
¶

〕

コ
ロ
ロ

彪

コ

.
[
住

・

[

「
.

露
○

分
塊
厚
板
工
場

ノ

」

一

一
「

幽

奪 ≒1;:li惑i……O」OOC)□
∠7:::=:=……乙7□"自

(官 公 有)1::=:=コ 製 鉄 工 場[=コ

1

日

目西

砦□
第
四
製
管
工
場

國
囲

卿 。⊂麺 ・
]]口

じ

と=石 炭 ヤ ー ドー
[

==

韮

コ
コ
コ

コ

=
≡

≡

≡

=

≡

≡

ド

≡

…

乙

=

=
…
一
=

田

圃
.
一
ワ
.剛
H
國

踊
E
E

層……一……一皿

鉱石 ヤ ー ド==コ

コ
ー

/

匪ぜ 　
(主 と して大蔵 省)

外 港

内 港

造 成

巴

/
=)

「社.史資 料」 よ り作成 。



蓼

住友金属工業の第2次 合理化設備投資と新しい.:1…1:産体制の成立(327)131

表2和 歌 山製鉄所の建設 用地 買収1:1民有地)

項 目 数 量

費

料

科

料

料

料

税

収
償
償
償
償
藷

雌
補
備
舗
踊
畿

一
掬

他

移

有

作

・
隙

・
擁

民

離

ビ

灌

農

そ

所

計

121,766坪

5,277坪

1式

ユ式

200坪

1式

121,766坪

121,766坪

金 額(万 円)

51脚142

2,759

783

402

197

3,095

82

58,370

(出所)「 社史資料」所収。

とな った 。 この分 塊 設 備 は,同 社 の主 力製 品 の鋼 管 用 丸 ビ レ ッ トの生 産 を主 目

的 と し,将 来 は ス ラブの圧 延 に.も十 分 対 処 で きる よ.;1に.,当 時 最新 鋭 か っ 最大

規 模 の もの を西 独 の機械 メー カ ー に発 注 した,年 間出 産能 力 は90万 トンを有 し,

さ らに一 部 の機 械 を追 加す れ ぼ120万 トソ の生 産 能:::叫:二達 づ.幽'るもの であ った。

大 分 塊 ミルは 和歌 山 の1号 高 炉 の完 工 に1年 先 立 っ.'.・1.:60年に.稼働 した7)。

高 炉 に つい て は,戦 後 初 め て 新規 高 炉 を建設 した」.…鉄 の場 命,千 葉 製 鉄 所 の

1号 高 炉 は,日 産 能 力600ト ン,内 容 積877meの,:IFL… う:3年当 時 ぽ最:新鋭 を誇 る

も の で あ った。 川 鉄 は それ に続 き,2号 高 炉(1958=,:…i…1::)を:Ll,C[0トソ,3号 高 炉

(1960年).を1,500ト ソへ と大 型 化 させ た8)。 住 金 の和:歌山1号 高 炉 の建 設 は こ

う した趨 勢 に取 り残 され な い よ うに,58年 同社 の赴諜…審 議 会 で そ れ を 日産 能 力

1,000ト ン,内 容 積1,100meと 決 定 し,完 工 期 を61.年9月 と/...た9)。 しか し,

そ の後 鉄 鋼 需 要 が 予 想 を上 回 って伸 長 し,そ れ に伴 っ.て同社 自身 の生 産量 も増

大 を続 け たの で,最 締 的 にそ れ は 日産1,200ト:ノ 内Ir.fit'1,350:ma2二 改 め,竣 工

期 も半 年 繰上 げ,63年 の3月 に変 更 した10)。 川:鉄 の 千葉1号 高 炉 か ら住 金 の和

7)前 掲,『 住.友金属工業最近十年史』,32ページ。

8)久 本久男 「戦後日本鉄鋼業の設備競争」『国民経済雑誌』第1:[!…1巻第4号,1987年 を参照。

9)起 業審議会は,長 期設備計画の起業予算を,一 般予算とは別1.=:.:専門的に審議する機関であり,

社長 ・管理担当役員 ・工務担当役員などで構成された トップ組iilli:.て:}ある 〔:前掲,r住 友金属工最

業近十年史』による)。
10)前 掲,『 住友金属工業最近十年史』,33ペ ージ。
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歌 山1号 高炉 まで の8年 間 に,高 炉 の生

び 日本 経 済 の急 成 長 を物 語 って い るが,

に川 鉄 ・住 金 の よ うな後 発 鋳鋼 一 貫企 業

に激 しい 設 備投 資 競 争 が展 開 され て いた

号 高 炉(1963年)以 降,2年 に1基 とい

産 能 力 も1,500ト ン以 上 と大 型 化 させ た の

II5・6男'

[韮能 力 が倍 増 した 事 実 は,鉄 鋼 業 お よ

、::1のこ とは また,大 手鉄 鋼 企 業,と く

1:1間 で,先 発企 業 に追 いつ くた めい か

:FLを 表 して い る。 住 金 は,和 歌 山第2.

i:ハ イ ス ピー ドで 高炉建 設 を進 め,生

で あ る1.D。

3.ホ ッ ト.ストリヅプ ・ミル の導 入

住 金 で は,和 歌 山一 貫工 場 の建 設 が 軌 蹟 に乗,・た ば か りの59年 初 頭,第2次

合 理 化 の追 加 計 画 を発 表 した。 表1一 ② に示 す よ うに,こ の計 画 の 中 心 内容 は

和 歌 山分 塊 ミル の後 続 圧延 設 備 と して,薄 板 ・厚 板 兼用 の コ ンパ イ ン ド ミ ル

(ホ ッ トス トリ ップ ・ミル)を 導 入 す る1::二と で あ った。 これ に よ って,従 来

「パ イ プ の住 金 」 と して知 られ て いた 剛:llは,新 た に鋼 板 分 野 進 出 を図 ろ うと

した。 同 社 は第1次 合 理化 に お い て,和 歌 山製 鉄所 に帯 鋼 設 備 を導 入 して鋼 板

分 野 進 出 の姿勢 を示 した が,第2次 合 理{.1:=.では ・卜・ッ トス トリップ ・ミル導 入 に

よ って,鋼 板 メ ーカ ー と して の生 産体 制 も整 六.る ことに な ら た。 同社 は、 ス ト

リ ップ ・ミル の設 置 に よ り第1に 中 ・大::e溶 接 管 素材 の大 量 生 産 を図 って,鋼

管 全 品種 の生 産体 制 を整 備 す る。 第2に,自 動 車,電 気 機 器 その 他耐 久 消費 財

の発 展 を見 込 ん で,薄 板 の需要 増 加 に も積極 的 に対応 す る。 第3に 同社 の主 要

取 引 先 で あ る造 船 ・機 械 メ ー カ ーに,鋼 管 ・鋳 鍛 鋼 品 に加 え て厚 板 の 一括 納 入

を も企 図 しよ う とした の であ るユ2)。住 金 の ス トリップ ・ミル導 入 は先 発 各 社 を

含 め た鋼 板部 門 で の設 備投 資競 争 を一 層激 化 させ た 田),,

III全 社的な設備の合理化

住 金 の 第2次 合 立 化 工 事 は3期 に 分 け

11)前 掲,久 本久 男 「戦 後 日本鉄 鋼業 の設 備競争.

12)「 社 史資料 」 に よる。

13>当 時 の新 聞記事(1959年1月20目 付 『日本=1

て進 め られ た。 第1期 は57～59年 間 で,

..:.

斉新 聞』お よび 『自立 経済 特信 』)に よる。
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小倉の高炉改修を中心に，各製鉄所の圧延設備の合間化が行われ，同時に和歌

山・小倉両製鉄所の港湾その他付帯工事も進んだ。 ;:;H2 期目、 S9~Eil年に行われ，

和歌山の分塊・高炉，小倉のLD転炉〔酸素上吹転:1;1りなど基礎工程の新設工

事が中心となった。第 3期はいわば追加工事であ tl，その内格は前節で説明し

た通りである(表 1ー(2))。す伝わち，同社では， 19;::1']年からの本格的な新規一

貫工場の建設に先立って，第 1期工事で、主力投資を 'J、舎の既存製銑設備の合理

化と川下工程の整備・強化においたわけである。それは当時の鉄鋼業における

「独占品種の潰しあい」という激しい競争局面の急!日開に直隠して，従来の白

社製品の優位性を維持するための対応策てもあったlヘ

1.小倉製鉄所(九州〉

小倉製鉄所は，住金が1953年に銑鉄自給体制を整えるため合併したもので1へ
第 2次合理化において和歌山製鉄所に次いで最も重点l的に設備投資が行われた

(表1(1)/(2))。

(1) 高炉の改修工事和歌山の新規高炉の建設コ事に至るまでには，資金調

達，用地買収，港湾建設などし、くつかの先行段階があり，相当時間を要する。

そこで当面の銑鉄を確保するためには小倉既存高炉の 2基稼君主lを図るほかなか

った。小倉 1号高炉の改修工事は5Ei年に完工した。そめ稼動に伴い. 57年 4月

末に休止した 2号高炉の改修工事が即時開始さわしたりこの改修は外国から図面

を導入して， 日産 350トンの旧式高炉を 650トン(最大出銑能力750トン〉の新

式設備に改造したもので， 58年 1月に竣工して火入れを行った。このように，

戦時中に建設された小倉の高炉2基は，相次ぎ新し〈建て直され製銑能力を増

14) 例えぽ，同社。伝統製品である鋼管分野での競争相手と v 日本鋼管がある。日本鋼管は戦前
からのー貫企業であり，大型分塊設備ももっτいる~).::，庄司E ;:l 7-トが住金よりf昌いいそのよ，
継目無鋼管，中径溶接管など住金の最も有利な品目に積極的日出出L'ていZ。また，従来は鋼管
を生産していなか。た八幡・富士両社も傘下会社を通じて住金町得意分里子l、追っているロそれに
対して日向方斉は「当社の伝統であZ鋼管の分野でも現状め自民では敗退の他↓まな L、J!:述べた

『社史資料」より〕。
15) 小倉の合併に関しては，前掲，拙稿を参照されたい。
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強 したので ある。

〈2)LD転 炉(酸 素上吹転炉)の 新設

吹炉 の積極的 な採用 は,画 期 的な意味 を

な る屑鉄 の需給不安 を解 消 し,溶 銑利 月il

は,一 方平炉 の改造 を行 い,他 方 では,

関西3社 の うちで一番早 くLD転 炉 を高

た。 それ は和歌 山に転炉 を設置す るまで

み上げ る とい う実験的 な:意義 も含 まれ て

(3)線 材圧延設備の増強 小倉の製 品

し,線 材設備 は40年 以上 を経 て老朽化1一、

て低 く,八 幡 ・神鋼 の新式設備 にはま つ

アメ リカで設計 した最新鋭 の全連続式線

に稼働 させた。新鋭設備 の導入に よって

に も大幅 に上昇 して,ア メ リカを中心 に

.

・;,・5-6号

:.戦 後 の 日.本鉄 鋼 業 にお いて,酸 素上

1って いた 田)。平 炉 製 鋼 の ネ ック と も

こ:,よ.り混 銃卒 を引 き上 げ るた め,同 社

..:ilしい転 炉製 鋼 法 を採 り入 れ よ う と
,

..一…1操業基 盤 の あ る小 倉 製鉄 所 に設 置 し

::..1小倉 で生 産 ・技 術面 で の経 験 を積..

・.た:11>。

::棒鋼 と線 材 を中心 と して い た。 しか

た もの で,生 産能 力 も歩 留 ま り も極 め

た く対 抗 で きなか った。 そ こで 同社 は,.

⊇1.圧延 設 備 を同所 に 導入 して58年7月

..小 倉 で の線 材生 産 は量 的 に も,質 的

」.…[1ゴヨ「もイ昨ヨこメ1プこ二〇

2.製 鋼 所(大 阪)

同所 は住 金 の鉄鋼 部 門 の中 で一・番 古 く

輪 生 産 に お い ては 国 内 で100%の シ ェア

2次 合理 化 で車 両生 産 の再 開 を計画 して

維 持 し,さ らに東南 ア ジアお よび 中南 米

2次 合理 化 で製 鋼所 に最:新鋭 の一一体 車 輪

16)そ れはとくに転炉による溶銑製鋼は,平 炉製

生産性上昇,コ スト低減,品 質向上に寄.与する

転炉一貫生産方式が日本鉄鋼業に確立したので

果』鉄鋼新聞社,1963年,103,258ペ ージおよ

聞社,1983年,471～472ぺ 三ジを参照)。
17)以 下の叙述ぱとくに断わ られない限り,『住;1

18)八 幡製鉄の車両再開案が当時伝えられていた

19)従 来の車輪生産は輪心(チ ューブ)と 外輪(

に伴い,外 輪と輪心を一休 として一体圧延車輪

採用されていた。

(:i901年 開 設),と く に 鉄 道 関 係 の 車

1;i:.もっ て い た 。 し か し,八 幡 製 鉄 も 第1.

・た ユ8)。住:金 は 国 内 市 場 の 完 全 独 占 を

:を:.中心 に 海 外 市 場 へ 拡 張 す る た め,第

1製 造 設 備 を 導 入 し た の で あ る19)
。 ま た,

鯛 の屑鉄 需給 の不安 定 を解 消 して,大 型 製鉄所 の.

,::..て:i注目され てい た。 それ に よ って,い わゆ る高

;1:愚(通 産 省重 工業 局 『鉄 鋼 業 の合 理 化 とそ の成

び..11崎勉 『lii[7匡鉄 鋼 業一 その軌跡 一 』鉄 鋼新

i2:1…1…:属工業最 近十 年 史』1967年 を参照。

が:.最 終 的 にそれ は実 施 に至 らなか った。

タ..イヤ)と 分 けて製造 してい た。圧 延技 術 の進 歩;..

i.:‡三産 され る ようにな り,世 界 的 に それ が広範 に
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同所 は戦 後 ま もな く,航 空 機用 品(プ ロペ ラポ ス ・.ペラ軸 な ど)の 軍 需 生 産 か

らい ち早 く 自動 車用 品(ク ラン ク シ ャフ ト)な どの民需 生 産 に転 換 して いた 。

第2次 合 理 化 にお い て国 内 自動 車 生 産 の需 要 動 向 を検 討 した上,ク ラ ン クシ ャ

フ トを中 心 とした型 打 品 の生産 能 力 を増強 す るた め,新 鋭 の高速 鍛 造 プ レス ラ

イ ンを設 置す るほか,1大 型 電炉(80ト ン)の 増 設r},行 わ れ た 。

3.鋼 管製造所(尼 崎)

鋼管製造所 は,同 社 の もう1つ の有 力製品であ る継 目無鋼管(シ ームレスパ

イプ)の 生産拠点であ る。戦前は主 に海軍艦船 お よ:二　.国鍔匙向けのボイラー用管

な どの生産 を中心 としていたが,戦 後 はアメ リカの:i:≡i.油開発需要 に着 目し,油

井用鋼管 な ど民需製 品の生産転 換に成功 した。 しか し.,当 時 日本鋼管はマ ンネ

スマ ン製管設備 を強 化 し,さ らに住金 の既存分野 に も迫,って きて いた。住金 で

は,そ れ に対 抗 して,当 時世界で最:も技術水準 の高い・:・・一一ジン法製管設 備の導

入 を中心 に設備合理化 を行 って,特 殊鋼鋼管 をは じめ各・種Mm管 を含む製造分野
ヒ

の拡大 を図 った2の。 か くして,鋼 管製 造所 は和歌 山の大 ・中経管の量 産体制 に

対 して,中 ・小径 の特殊鋼管 と高級鋼管 を主体 とすi…1少量 多品種 の生 産 を担 う

ことになった。 また,普 通鋼製鋼作業 の和歌山へ の;一r..…中に伴 ・って,同 所 では平

炉操 業の休止 とともに,高 級鋼 とくに合金鋼 な どの::ヒ;1殊鋼 の自給体制 を強化す

べ く50ト ン電炉 を増 設 した。

Iv新 しい生 産 体制 の成:1::1=.

ユ963年 を住金の第2次 合理化設備投資の到達点 と!i;1なすな らW1),同 社 では

.第2次 合理化 を通 じて次 のような生産体制 の変革がみ られ る、,

20)継 目無鋼 管 の製 造 方式 に はマ ンネ スマ ン式 とユー ジ ン ・セジ....ルネ法.とがあ る。 後者 ばいわ ゆ

る熱間 押 出法 で あ り,そ の最 大の特 徴 は①製 管刊.能な材 質(li::く に 高倉 金 な どの特殊 鋼)お よび

熱 間仕 上 げの寸法 範 囲の拡 大;② 現 有設 備 との組合 せ に よる工 数 の 節減,歩 留 ま りの向上,製 造

コス トの低減;③ 異形 管 お よび各種 形鋼 の生産 可能 に.な:る。・臼::9a….が導 入 したの は,フ ランス と技

術提 携 して,さ らにア メ リカで改良 した もの で ある(:前 掲 『鍛鋼 業 α)合理化 とその成果 』 お よ

び1958年7月23日 付r鉄 鋼 経済 新報 』 を参照)。
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1.鉄 鋼 一貫 生 産体 制 の確 立

鉄 鋼 一 貫生 産 とは,製 銑 ・製鋼 ・圧延3:大 工 程 の連 続 作 業 で あ り,と くに熱

管 理 の 向上,原 単 位 の引 き下 げ に よ る コ恐 トダ ウ ソ、 大量 生 産 に よ る 「規 模 の

利 益」 の確 保 とい うメ リッ トが あ る 。住li;il:.では,第2次 合 理 化 計 画 の 前 に こ う

した生 産 体 制 を もつ のは 小倉 製鉄 所 だけ で あ った。 しか も,企 業 全体 か らみ れ

ば,小 倉 は冷 銑 の供 給 だ け に と どま り,一 貫 生 産 の メ リ ッ トは 十 分 に は生 か さ

れ なか った 。 ま た.、小倉 の既 設 高 炉 設 備 に も製 銑能 力 の限 度 が あ り,2基 合 計

の年 間 稼 働能 力 は33,5万 トソに過 ぎ なか.・:;1之:二(1956年)。 しか し,第2次 合 理

化 を経 て1963年 には,同 社 は和 歌 山 と小:}i;ill;1:1:2っの一 貫製 鉄 所 に高 炉4基 を有

し,「1製 鉄 所 に高炉2基 」 とい う銑 鋼 一貫 企 業 と して の基 本 条 件 を備 え た22》。

そ れ に よ って,同 社 の製 鉄能 力 は第2次 を國理 化 前 の7倍 とな った 。 ま た,両 製

鉄 所 にお け る平炉 の改 造,新 鋭LD転 炉:il…iよ:び大 豆里分 塊 設 備 の設 置 に よ って溶

銑 利 用 が 可能 に な り,混 銃 卒 が 大幅 に上 昇 し(図2),製 鋼能 力 は著 し く増 大

した。 と くに転 炉 鋼 の生 産 比 率 は63年 以 来=;k::きく伸 び た(図3)。 さ らに,圧

延 工程 に お け る近 代的 な製 管 ・線 材 連 続 製 造設 備 の新 ・増 設 に よ って,は じめ

て 本格 的 な一一貫 作 業体 制 が確 立 した の であ:…5。表3は 各 製 鉄 所 の設 備 状況 をユ9

56年 と63年 を比較 した もので あ るが,そ れ,に よれ ば,和 歌 山 ・小倉 両 製鉄 所 に

お け る設 備 の 増強 と生 産 力 の大 幅 な増大 が わか る,,

一 貫 製 鉄所 の合 理 化 達 成 は他 の 既 存製 鉄.1斤に も盆 景謹体 制 の変 革 を もた ら した
。

つ ま り,一 貫 製鉄 所 へ の 基礎 工程 の 集 中 と半製 品 セ ンタ ー の機 能 化 に伴 って.

21)第2次 合理 化 の完了 につ いて は,必 ず し も明確;IIこ:X切りが あ:6わ けでは ない。 と くに各 社 と も

第2次 合 理化 の最 中 に第3次 合理化 を計 画 し始 めた ため,一一一部 の工 事 は第3次 合 理化 と重 なっ た

こ ともあ る。 本稿 では,第2次 合理 化 の追 加工 事.を含 め て1963年 内 に完 工 した住 金の 設備 工事 で

もって その第2次 合理 化 の達 成 とみな して いる。

22)「1製 鉄所 に高 炉2基 」 とは,戦 前 戦後 を問 わず1一 一貫 製鉄1…幹の基 本 要件 で あ る。 個別 の場 合'

を除 くと,製 鉄工 程 に高 炉 ユ基 だ けで は コス トの.面で も不 利 だ.i〆.ま た生産面 で も 「規模 の利 益

性 」 が小 さ く,正 常 な生産 維持 さえ不 可 能 であ る..,.ぞ・れ ゆ え,鉄 鋼企 業 間で は,1製 鉄 所 に高炉

2董 の体 制は 「両腕体 制」 と も呼ばれ るほ ど重 要.幌され てい る、、
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(出 所)『 住 友 金 属 工 業 最 近 十 年 史 』1961:1.年,232ペ ー ジ よ り 作 成 。

他の製鉄所 では製鋼工程が省かれ,専 門分ii:1;の鋼材生産 に集中す ることにな っ

た。表4に み るように,和 歌山 ・小倉両製鉄所 の粗鋼生産量 は,63年 の時点 で

全社 の9割 近 くに達す ることになった。か く.L.,て,和歌山を主,小 倉 を副 と し

た一貫製鉄所 と既存製鉄所 との合理化生産体制が実現 したのである(図4)。
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表3住 金 属 工 業 の 各 製鉄 所 主 要 設.備一 覧

工場名

和

歌

山

小

倉

製

鋼

所

鋼

管
製

造
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設備名

鉄
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延
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製

製

圧

製
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鋳

鋼
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製

製
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数 量
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圧延 一…

鋼

延

管

管

造

製

圧

製

伸

鍛

9
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118152!
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5

2

3

一

7

4

2

4

一
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(註)表 中 の 「一一一1印は数 量的 に把 握 しに くい1:.の,備 考 の数字 は設備 数 量。

(出所)1956・1963年 度 下期住 友 金属工 業 『有価i/【i.≧…忌報.告書』 よ り作成。

表4住 友 金 属 工 業 各 製 鉄 所 別 の粗 鋼 生 産. (kt/%)

製

磁

鋼

和

小

鍋

歌

所

鋼

管

山

倉

合 計

1956㈹

10】,

1.

147

208

240

690

比 率 】.963(r)上 ヒ 率 (B)/㈲

is.4!231

0.1

21.2…120

……… ・,527

34・3…1804

8.6

4.5

56.9

30.0

229駕

81%

734%

33与%

100 2,682 100 384%

(註)

(出所)

1)磁 鋼 とは同社:の磁 鋼事業 部 で,1963年ll

の こ とであ る。
2).表 中 の数字 は暦 年の もの で,四 捨 五 入.

日本鉄 鋼 連盟 『製鉄 業参考 資料 ・工場 別 編

'圧 か ら分 離 ・独 立 した
。 鋼管 は鋼 管製 造所

、.り 算 出 、,

;i::よ りr師 萬。



住友金属工業の第2次 合理化設備投資と新 しい4-ニ.A…{体制の,咳;:立.(335)139

図4.第1次 合理化 と第2次 合理化におけ る住∈iii≧の生産体制の変化

ユ,第1次 合理化後 の生産体 討[.
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2馬 生産量 の急速 な成長

第2次 合理化は,大 型 高炉 の新設,LD転 炉の採斥.およびス トリップ ・ミル

の導入 な ど一連の近代化設備の建設 によって,日 本鉄鋼業の生塵歪体系 に画期的

な変革 を もた らレて,鉄 鋼生 産 を飛躍的 に増大 させ鵡 なかんず く,こ の時期

に鉄鋼 一貫体制 ゐ整備が本格化 した関西系 の後発3社 、 と くに川鉄 と住金 の2

社 は.設 備拡張 による生産の伸 びが 目覚 しか った。それ を端的 に示 すのは.全
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国 の鉄 鋼 生 産 に 占め る2社 の シ ニア の強:……1「1;二であ る。 す なわ ち,図5一(1)/(2)ノ(3)に

み る よ うに.先 発3社 の八 幡 ・富 士 ・釧illilは,鉄 鋼 の各 工程 に お い て も生 産 シ

ェア が低 下 して い くの に対 し,後 発3社,と くに川 鉄 ・住 金 は生 産 シェ アが 上

昇 してい った の で あ る。 表5は 第2次 合1:1…1化lii年の1955年 を基準 に大 手6社 の

生 産 指数 の推 移 に ま とめ た もので あ るが.そ れ に よ る と.そ の 間柱 金 の銑 鉄 生

図5一(1)

32

24

16

8

0

ユ951工955

日本鉄 鋼 連盟r製 鉄 業 参考資料 ・.

大 手6社 銑 鉄 生 産:シ.、ア の ヨ{】と移(%)

隔

、

＼ .富 士
も

八 幡 噛＼

鋼 管

...・.ニン/住 金
ノ コロノ

.r..・ ・'/〆

,一 一 一",/'.,ρ ・ 一

1昭珠"二 一/て==.=ニ ノ・曹'rキ中綱4

一∠ ア　 ロ　 コ　　 　　　　　

].9611965

::::場測線』 各年版 よ り作成 。

図5一(2)

22.0

16,5

11.0

5,5

0

大手6社 粗鋼生産 シ.、アの推移(%)

＼ ・
～ 蝉

富 士

鋼 管 隔'¶ ・一.・..噛

川鉄..!二'=二 二二瀬 鋼

;.≧=蚤:÷7当 て二

(出所)

　　　　　　 　　　　 　　 　ド

195119551961

同 図5一(1)。

　
1965



住友金属工業の第2次合理化設備投資と新し、 t当0'1'体制Jの成立 (337) 141 

図 5~(3) 大手6社の普通鋼熱間庄延鋼材::1'.j，l: :/' " 7の推移 C%)
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(出所〉 同図5ー (1)。

産伸び率は全国の平均をはるかに上回ったばかりで引く，同ユキャッチアップ

プロセスにあった関西3社の中でも一番高い数字可日録じたのがわかる。他方，

粗鋼と熱間圧延鋼材のイ申び惑も61年を境に大きな付1:!~がみられる。それを裏付

ける労働生産性の指標からみても，同社は62年頃Lン、W1は全国平均を超えて川鉄

をリードしているのがわかるく表 6)。

3 鋼材生産分野の拡大

第 2次合理化後，各社の新設設備が稼働するとともに，大手企業問の製品競

争も一段と激しくなった。その中で住金は，従来の!!!i品優勢を維持・拡大させ

る一方，新たな製品分野にも進出して，鋼材の生産品目を拡大していった。表

7 は同社の 1956年と 63年の製品構成を大手各社聞で d~較したものである。それ

が示すように，住金の有力伝統製品である鋼管・削|自・鋳鍛銅品は，品目によ

りシ z アの変動もあるが，依然として 1・2位の犯:~， I目的地位を保っていた。と

くに鋼管の生産は日本鋼管を抜いてトップになったp 鋳鍛鋼品のうち tJラ γ

;7'/ャ 7 トの生産において同社は日本全国の 7割も己め-c~ 、作。車輪生産は，

日本だけでなし世界最大の生産メーカーにもなっ7'~:，()他方，第2次合理化以
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衰5鉄 鋼一貫企業大手1≡i祉の生産指数の推移
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338

*神 戸 製鋼 は1959年 ま でに 自社 で は銑 鉄 を生lll崖:してい なか った。 比 較の便 宜上 当時 同社 と

経 営提 携 してい た尼 崎製 鉄の生 産量 を基 数1:=した もの であ る。

(出所)目 本鉄 鋼連 盟r製 鉄 業参考 資料 ・エ.場別編11.各.年膨Zより算 出,作 成。

表6鉄 鋼の労働生産性比較 (粗 鋼 トソ/人 ・年)

年度

国

金

鉄

全

住

川

1955

50.0

49.3

31.2

1956

55.2

54.7

36.0

1957

58.7

58.6

42,3

1958

58,0

55.8

38,3

1959.「 三:・6・

70.4

70,4

54,8

19611962 巨963

(註)

「(出所)

全国 は製 鉄部 門の みで ある。住 金 は本社.

ム缶,計 量器 そ の他二次 加工 を除 く。 た た:

日:本鉄 鋼 連盟 『製鉄 業参考 資料 ・工 場.i}「.1

34.3

349

72.5

95.0

88.8

87.4

929

106.2

79.6

113.3

128.7

1065

L

.,.2社 と も製鉄 所職 員 を含 む。

…議 各年 版 よ り作 成。

非鉄.部門 な ど を除 く。川鉄 は本社, ドラ
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衰 7 住金と大手各社聞における製品シ アの変化 (%) 

五唖聞記二二L竺王一二:二二五:五二二二
1草 ;輪住100 卜住100

住金の 1 ι で
|鋳鋼製品 住4.9 日本製鋼6.3 神鋼4.7 住3.(;]立5.4;神自ill3.7日本製鋼3.2従来の | 品 一 一 司

l鍛銅製品 住20.9 日本製鋼19.0 神鋼14.4 住2Ei..'; 日本製鋼11.5 神鋼10.0
伝統製| u い、ーー 一士二
品 管材住6日6 NK27.3 八幡12.1 住印，" NK30.4 八幡7.3

l鋼 管住29.o NK33.2 住2~i.!.;' '.I~r K22..4官三8.6八管8.1

56年前!帯 銅|住15.1日!fI!24.7富土19.4鋼管'18.4 住26.日間:20.(; N K 19.8 

|中小棒鋼j住5.9富士15.7NKll.3八幡6.5 住4..0; N K5.2 言土3.6八幡2.8
新製品 (Y8 -I-+ 1 1+'(\')'!ot:b blm ，)<)(\~...L..''7('j r\ ，"*'Aゥ 仲可|線 材|住10.3 神鋼32.0富士17.9八幡i14.7 住 u:..!.~ 刈l鋼26.8 富士 15.8 八幡18.8

出主1.81';':16.9 JII鉄16.9八15.9NK15.3

h95即日八一一8.9
住7.4八日ιo富26:7)[[鉄14.8NKI2.2

板

板

鋼

中

帯

幅

厚

薄

広

野

品

分新

製

(註) 1) 品種別の生産'."/::E:;アは，住金以外は全国で第 1-，1出しり企業のみ記入する。

2) 住金の鋼板類生産は1962年から開始Lた。

3) 住=住金，富ロ富士，八=八幡"， NK=日本鋼管，百三_.嘗て士三機，八管=八幡鋼

管。

(出所〕 日本鉄鏑連盟「製鉄業参考資料・工場別編j 1956・)963年版より作成。

前から開始した帯鋼ι小倉から吸収した線材の生産は，前者の場合は 11.5ポイ

ントのシェア上昇がみられ，後者の場合も第3位の民十t製鉄を追いかけていた。

さらに，同社が最も出遅れ， しかも業界で最も競争の搬しい鋼板分野において

は，同社は62年の生産開始以来，薄板と広幅帯鋼をE町干引↑ u.、ぺJにこ全閣f生1セ主E産E量:に一定のシ

エアを占めるようにな Jつ〉た。同社向身の些生-産比率古か3υ己

に占める品種別比率は，鋼板類37.6%，鋼管2'7.2%，.;~'~鋼〈元鋼・棒鋼・線材〉

23.7%となり 3品目で全生産の 9割近くを占めるよ;，になっ穴叩。 ζれによ

って，同社の鋼材生産は第2次合理化以前の鋼管・舟 l問中心から，鋼板を中心

に鍋管・条鋼と Lヴ製品構造に変わづていたと L、ぇょっ o さらに，普通鋼熱問

圧延鋼材の生産品種を関西 3社の間で比較すれば，間 t1にみる Jうに，同社は

軌条を除けばほぽ全製品の生産体制を形成したのに:対して， )[1量生と神鋼は依然

23) 住友金属工業「有価証券報告書J1963年度下期による。
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図6・一(2)川 崎製鉄 の.{…1「嗣 生 産品iヨの変化
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図6一 一(3) 神戸製鋼の鋼材.生産1晶1ヨの変化

6080 !00

1956
7

＼
3

1963 iiilili線材

管材1.9

(出所)日 本鉄鋼 連盟 『製鉄 業 参考 資料 ・工場 別編』1956,63年 版 よ.り作成。

として 自社の在 来製 品の生産に主力 をおいてい るのがわか る。か くして,住 金

は第2次 合理化 を通 じて,こ れ までの独 占品 目の優勢 を保 ちつつ,一 般 市場 品

目に も一定の比重 を占め,さ らに競争品種 に積極的に進 出す るように,製 品構

造 のパ ラソス をと りなが ら新 しい経営基型llを築 き上げた とい える。

さて,こ の よ うな同社の合理化設備投ii…1….はいか な:る背景 の もとで行 われたの

か,あ るいは新 しい生産体制形成の促進要:因は何 であ ったのか,こ れ らの点 に

つ いては,次 稿での検討で 明らかに したい、、


